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序 文

熊本県は、 阿蘇山、 天草をはじめ豊かな自然が数多く残されており、 雄大な景観がみられ

るほか、 歴史的にも数多くの文化遺産が残されています。 竃門寺原遺跡が所在する菊池川

流域にも、 装飾古墳や大和朝廷が築城した鞠智城跡など数多くの遺跡が残されています。

これらを守り、 後世に残していくためには、 県民の方々の文化財に対する深い御理解と御

協力をいただかなければなりません。

本書は、 熊本県土木部による玉名立花線緊急地方道整備事業に先行して行った竃門寺原遺

跡の発掘調査報告書です。 この竃門寺原遺跡は平成6年度に調査を行い、 費棺墓群、 円墳等

が確認されており、 今回の調査の結果、 古代末から中世初頭の掘立柱建物や中世の道路跡

が確認され、 多彩な様相を示す遺跡であることがわかりました。

この報告書が、 菊池川流域の歴史を語るうえで重要な資料となり、 皆様方の文化財に対す

る御理解の一助になれば幸いです。

最後に、 調査の円滑な実施に御協力をいただきました地元の方々並びに関係諸機関に対し

て厚く御礼申し上げます。

平成12年3月31日

熊本県教育長佐々木 正 典



例 善一
口

l 本書は熊本県玉名郡菊水町大字竃門宇寺原に所在する竃門寺原遺跡の調査

報告書である。

2 調査は玉名立花線緊急地方道整備事業に伴う事前調査として、熊本県土木

部道路建設課の依頼を受け、熊本県教育庁文化課が実施した。調査期間は平

成10年5月11日から平成10年6月19日まで行い、報告書作成は平成11年度に

行った。

3 本書に使用した「調査区位置図」は熊本県文化財調査報告書第149集「竃

門寺原遺跡」を基に、 「周辺遺跡地図」は熊本県遺跡地図を基に作成した。

4 現地調査に関する実測及び写真撮影並びに遺物の実測・撮影は主に調査員

で、行った。ただし、4級基準点測量のみ「有限会社 古家測量設計」に委託

した。

5 遺物の実測は矢野裕介が行い、遺構・遺物の製図(トレース)及び拓本は

曽我敬子、金光里美、川上寧子、徳永澄子が行った。

6 本書の執筆は矢野が行った。

7 本書の編集は熊本県教育庁文化諜で行い、矢野が担当した。

凡 例

1 現地での図面の縮尺は、遺構配置図は50分のL土層断面図は20分のL遺

構の平・断面図は20分のL土坑は10分のlである。ただし、第10図の遺構平

面図は50分の1の図面を採用した。

2 遺構実測図及び遺構配置図の方位はすべて国土座標における座標北(G.

N)を指す。

3 掲載遺物の番号は通し番号である。なお、縮尺は、遺物すべてを実すト

レース、2分の1縮尺とした。
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第1章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯及び調査組織

1 調査に至る経緯

玉名郡菊水町大字竃門字寺原において、玉名立花線緊急地方道整備事業に伴う歩道付設のための

道路拡幅工事が玉名土木事務所により行われることとなった。この周辺は、平成6年度の農業基盤

整備事業に伴う県文化課の発掘調査により、旧石器時代のナイフ形石器、縄文時代の土坑6基、弥

生時代の住居祉1 基と饗棺墓群、古墳時代の円墳3基が見つかった地域であった。このように以前

から遺跡として認知されている地域であったため、県文化課のほうで遺跡の範囲を確認する調査を

行ったところ、溝状遺構が3箇所において確認された。

確認調査の結果、700m'が本調査の対象となり、平成10年度に県文化課が本調査を行った。

2 調査組織

(1) 現地調査

調査主体

調査責任者

調査総括

調査担当

熊本県教育委員会

豊田貞二(文化課課長)

川上康治(文化課課長補佐)

島津義昭(文化課課長補佐)

矢野裕介(学芸員)

安達武敏(嘱託)

隈部香織(嘱託)

調査協力 益永浩二(菊水町教育委員会)

中村幸史郎(山鹿市立博物館副館長)

(2) 整理・報告書作成

整理主体 熊本県教育委員会

整理責任者 豊田員二(文化課課長)

川上康治(文化課課長補佐)

島津義昭(文化課課長補佐)

整理総括 江本 直(主幹)

整理担当 矢野裕介(学芸員)

第2節 調査の方法と経過

1 調査の方法

調査地は調査以前は畑地で、地表面から30-50crn程までは耕作土であったため、 その表土を重機

により除去した。 その他、遺構の検出及び掘削は人力で、行った。

表土剥ぎの結果、調査地北側部分に縄文時代の包含層が僅かに残存していたが、ほとんどの箇所

において削平が認められたため、遺構検出主体の調査をせざるを得なかった。遺構の検出は表土直
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下の面を検出面とし、南側から順々に行い、検出した遺構から掘削を行った。

調査の際の測量杭の設置は、全長82m、幅5-7mと南北に長い調査地であったため、南北主軸に

沿って中央に10m間隔で、設置した。また、 それぞれの杭から東・西壁に向かって南北主軸と直交し

た逃げ杭を打ち、A-Pまでの計16のグリッドを設定した(第2図)。

また、検出面より下層の調査は、2mX2mのトレ ンチを計5本設定して行ったが、遺物・遺構は

検出されなかった。

2 調査地の基本眉序(第3図)

第1 層は表土で、表土(耕作土)は黒色土で、赤褐色土がプロック状に混じる。また、樹根でか

なり撹乱された状況が看取された。表土直下の第2層には、暗褐色土が残存する。これは熊本県下

でよく見られる縄文時代前期までの遺物包含層である黒褐色土層の下層部分であり、先述したとお

り調査区の北側に10cmほどの堆積が確認されただけで、 そのほとんどが削平を受けていた。第3層

には、黄褐色土が30cmほど堆積する。これはアカホヤ火山灰の2次堆積層と思われ、漸移的に上層の

暗褐色土が混じり柔らかい。

次に、第4層は、色調は同じであるが、しまりのある土が20cmほど堆積する。第5層は明褐色粘

質土で、第6層は暗褐色土で、しまりは弱く、僅かに粘質であった。砂離が部分的に混じる。第7

層は黄褐色粘質土で、第 8 層は第7層に比べ、黄昧が強く、粘性が強い。

最後に、第9層は、暗黄褐色土で、2-5cmほどの河原石を多数含む磯層で、あった。 その下層に砂

層が確認された。

a匡27.040 ー一一_a'

1 明褐色土(表土)
2 暗褐色土(柔らかい)
3 黄褐色土(やや粕質 柔らかい)
4 j費褐色土(やや粘質 しまりあり)
5 明褐色土(粘質 しまりあり)
B 暗褐色土(やや粕質)
7 黄褐色土(粘質、少量のブロック)
8 黄縄色土(粕質)
9 暗黄褐色土(諜層)

0 1 m 

第3図 土層断面図

- 4 一



3 調査の経過

平成10年5月11日から平成10年6月19日にかけて調査を行った。表土剥ぎの前に、桑等の樹木の伐

採作業から開始した。調査の経過は次の通りである。

(調査日誌抄録)

5月11日 草刈り開始(至5月13日)

5月14日 表土剥ぎ開始(至5月15日)

5月18日 調査区環境整備(道路際くい打ち等)

5月19日 調査区西側より遺構検出開始

5月22日 SD01検出及び掘削

5月25日 SF02 (道路跡)、SD03検出

5月26日 SF02、SD03掘削開始

5月27日 SD01完掘

5月28日 SF02掘削完了

6月 3日 SK04完掘・SD05確認・SD06、07検出

6月11日 SD05掘削開始

6月15日 SB09 (掘立柱建物跡)ピット群検出

6月17日 SF02、SD03、05完掘

6月19日 SB09完掘・調査終了

第3節 遺跡の位置と環境

地理的環境

遺跡は、菊池川の中流域の河岸段丘の緩やかな斜面上にある南北に長い平坦部に位置している。

菊池川は阿蘇外輪山に源を発する1 級河川で、全長61.2km、流域面積996knf、支流65を数える。上流

部から緩やかに蛇行しながら西へ流れ、山鹿・菊水地区で大きく湾曲し南へと流れを変え、有明海へ

と至る。中世から水運の盛んな河川であり、玉名には中世の対外貿易の拠点「高瀬の津」跡がある。

遺跡の背後に拡がる台地は赤穂原台地と呼ばれ、もともと平坦部の多い地形で、戦時中は飛行場

として利用されていた。この台地の縁辺部を菊池川が流れており、台地を避けながら大きく湾曲し

ている。比較的流れの緩やかな地域で、竃門大橋が架けられる以前は渡し船が運行されていた。遺

跡の下方には河川工事で堤防が築かれ、昔の面影を残していないが、台地の縁辺には小さな湾状の

地形が見られ、川面が遺跡のすぐ近くまで来ていたことを物語る。

2 歴史的環境

菊池川流域は、 旧石器時代から近世までの遺跡が多数残されている地域である。特に、古墳時代

が最も華やかで、彩色を主体とする装飾古墳が多数集中する地域でもある。竃門寺原遺跡では平成

6年度の発掘調査により旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代の遺構・遺物が発見されてお

り、また、当遺跡が所在する赤穂原台地及びその縁辺にも多数の遺跡が所在する。

ここでは、これら平成6年度の発掘調査の成果を概観し、周辺にも重要な遺跡が点在するため、

それら遺跡を一括して「周辺遺跡地図J (第4図)及び「周辺遺跡一覧表J (第1 表、第2表)と

- 5 -



して掲載する。

(1) 旧石器時代

A区の耕作土中からナイフ形石器3点、剥片2点が出土している。後世の耕作等で削平を受け、

遺物包含層はすでに消失していたため層序は押さえられていない。A区は河岸段丘の先端部、菊

池川際に位置する。

(2) 縄文時代

A区から土坑6基が検出されている。中でも2、4、5号には底部に小ピットが検出された。

遺物は後期の阿高系の土器片が1 点見られるほか、後期後半の辛川式を中心に晩期までの土器片

が出土している。また、石器では黒曜石を中心石材とした石鎖、石匙、模形石器などの剥片石器

類や緑泥片岩の石材を中心とした打製石斧が出土している。

(3) 弥生時代

A区で、費棺墓16基と同時期の住居祉1 基が検出されている。費棺のほとんどが中期後半の黒

髪式と呼ばれる小型~中型の費棺で、混在して中期前半の須玖式の大型費棺l基が検出されてい

る。また、黒髪式の饗に、須玖式の鉢を蓋として使用しているものもあり、興味深い。住居内か

らは多数の黒髪式土器の他、鉄片が出土している。

(4 ) 古墳時代

円墳3基が検出されている。1 号墳はA区に、2号墳はD区に、3号墳はC区にそれぞれ検出

されている。 そのうち主体部が判明した円墳は2基で、1 号墳は横口式家形石棺(妻入り)、2

号墳は箱式石棺である。遺物は1 号墳の主体部から須恵器では透かし付き樽型題、樽型題、土師

器では高杯、小型丸底壷3点が出土し、特異な遺物として鉄鍛2点、ガラス小玉多数が出土して

いる。また、周溝からも土師器の鉢、壷が出土している。須恵器、土師器の形態的特徴から5世

紀前半から中頃までと考えられている。2号墳の主体部からは滑石製有孔円盤2点が出土してい

る。

6 -
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第1表 周辺遺跡一覧表(その1) 
|市町村 香号l 遺跡名 円f在地 時代 種別 指定 備考

365 11恵 | 志口永 ζ久保 3石器~中世
警警一21窓門寺原 誼門 寺E 〉ι~白工興 稽式石棺 古墳

31Pl量 号辛回E 工ヨ 浦l ヨ世
4西 |回 下計原 l田 U> l蔵地 縄文
5 域の居城跡 工ヨ 城F
6 下�原 F穂原 )\� !蔵地 刊日土't'1安晃H
7 !原 二原 r.g:>古代

呈墨古盈謹墳虫一8 Iff !原 E原
9 、高干 富F

10 (，園 、1:It昌昌平 主の上 l埋察 相:xl但帝巨
11 西原 |布 時刻 町 r思
12 轟賓 ヨi E物
13 警伊盟主 t!!: E物
14 E干す 目f
15 卜雫字情E 聖の上 自空
16 11当| 且番� 当犀動一一了 l円有器1 縄文句 弥生
17 世 量鐘18 

轟謹語量審三 E耐

主 弥生後期
19 E尾 世
20 通i R古閑) 弥生 号事生土器
21 奥 む 弥生 E琳 縄支 朝tと仁+呈呈
22 薬EP脇 )\��古代
23 主ツ瀬
24 二百原 ヨ l埋葬
25 置の上古憤 Zのよ 雪 |古1
26 '1県);R i地
28 5野 コ1
29 1宮田 訪 後回 コA畏 聾棺群
3011'" 国深| 司
31内 国T貝，、E干 内 j! 
32天 ]弓 」石棺群 置 子 l埋葬 存自:J:l1:l1届昌平
33永l lそ 原 高野 11'社 県 天台宗 け)1玉名郡誌|
34ス }属 ，t也蔵 原 世 ヨ造物 町
35大11 |の今城跡 向| 今年 世 ま
37久 、喜干 原 E野 噴
qU 「開 i敷 世
411ilîil !i1'9原 ~白A買 i地 聾棺
42 

霊童
431�! E号!f�lJi
44 r宅干 言 ヨiil地 別、壬叩期 蜜棺
45天1 竃門 )\� i地
461iì可| ヨ干官君平 置「匙 天御子 言
47苧| 直「ー 牟田 古墳 i地
48 野奥原 L沫 野 奥原 i地 弥生後期

置r" 繰回 FFi 
53有J 随 前房 本居屋酌 古埼 iiffJ 明、壬中期t 翠棺
54 E田石棺群 震門 蛇回 嬰e 家形 舟形手守棺幕
55村回目 i甫 内田 古墳 ヨ�地
57 富野 笥野 古 弥生 ヨii'l地 縄文中 刻、::t:.l安民団
58 ーケ Y群 ‘米野 ‘田 E 久米野横'、肝
:Jt! 吉野 台 向埠
60 民五 ヨ尻 上J i石tE物
61 

ョー 源l |石tE物 |町 l基
64 古 |ξ i物
65 

馨

廿 |宅
66 )寺師 廿
67富 号 廿
70 .野 L泉 任野 デ谷 廿
71 

監空
士 |包| i地 l弥生

72 廿 |石 i物
73 晶 �f3< 

官事

弥生土器 須恵器 土師器
74 官 、と 弥生中期
75 :工田駅跡推定地 :工回 1]1 
76 、昌子 �'Ti甫
l' 宇づ、i i原 E 同小路原 t地
781l.、‘ l横穴 fí;無 ji 
7� ノ上 古償 哩i |祢牛後朗 容棺
81 <lJJ |、路 古j |県 l前方後円t貧
81 石棺 E |、路 里1
82 q". |、E |園 |勾玉 金環 円墳
83 卜 l医印塔 1物
84 f園貝 若園 ， 文 司
85 i原石 清原 意 bl 1物 |県 |石製腰掛、 石殿

8 



第2表 周辺遺跡一覧表(その2) 
市町村 番号 遺蹄名 所在地 時代 '11 日IJ 1指定 備考

365 � ffiD.事白E里 1工 雪原 責 |古1
8715 音I百;車命1 ;工 i原 廿 物
88 工田船山1ヨ墳 ;1 廿J 員原 ヨ |国 |銅鏡 銀象1 剣 鎖 冠 琶など
89 p同 P工 iI東3 書 |国

ト漏 ド|買 書 |国
94 巨 :田 長原ほか 弥生 Q�型 弥生後期
95 言デ拝 震
96 量デ葬 |県 11号が県指定 線刻U
97 賛ヂ E力

� 、- シ下情穴群 ヨヨーー
991:1 日 1-党守ナ1踊I青郡 江 f号手 f1 150基

100江 B� 奇跡(城山城跡) 世号 廿 a 
101 真 日=四 cþ/J、E 廿
1旦Z笠岡 時号F�事 ��'Jß 廿

103天 事 賓
104立石t 量出 ヨ 主 F具H
105 �イ 子，

。自ー :寺 廿
107中 中 廿 石i答群
108西 !原 コ冒il'� t!也 旧石器 マイクロコア ナイフ

no 者屋敷跡 廿
昌皇霊畢虫一110 也の本石棺 iF�__古蹟 豆雪之 �-CH� 

112 昌子 召 Z里 書
!fW' JlJl.1貝a、眉干 IJ、目 �t書

1141�L U' 東 IJ、目 g�地 判、::t:'T'矧
1151�L Uogの東横'、昌子 ー宅!fW 書
1161�L 出=跡
117 量五1 ii奇 i工 主 廿 七1 E物
118乙 戒E |江田主 城
120 l横穴群 書 古墳
121 重王子 |繍Y十器 石器 矢üり
122 「π:::;-CJt目 L保 古墳
124 ーノ 'リン コ [�近代
125 t苔 :工 童数 廿 |県
1271.:t鎗1王耳 ;工 食 主
1291jlliJ百 刊i石棺 東 言 |舟形石棺
130 {原 貢原 ~白 ヨ蔵地
131 E城町 成 |中世報 l玉名郡誌l
132古 1の �Jïi 廿 i造物 |五輪t苔
133 廿 警ヰ士
1341tl lり 1踊I合幹 [l:j 廿 ii告物
136南3て城i り犀) 廿 世
137 開l観音平) 廿 f1_土
138 【問 略立山) 甘 子干土
142 :同 I跡 l!1' 廿 |草
147 l!lii 東屋敷 廿
168士 i頓寺 -� |旬
170憤t:i 憤4 廿 |石 |町 |延慶3年の銘
172傾F こ原 買成が塔 賞 |包 |石棺群
1731画自町 本円 事生 |包 |弥生中期
1741寺上 寺 i前 ヨ石器 嘩J1751宮のl 宮の前 事生 |璽棺群
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第2章 遺構と遺物
第1節 遺 構

1 調査地全景(第 5 図)

前章で述べたとおり、調査地はすでに削平を受けていたため遺物包含層の大半はすでに消失して

いた。調査地のうち地形的に低い調査地北辺から南に19mまで僅かに暗褐色土層が残存していた。

この暗褐色土層からは縄文土器の破片が数点検出され、縄文時代の遺物包含層であることが確認さ

れた。

また、遺構も南側は削平とともに消失したと思われ、そのほとんどが北側で確認された。遺構は、

掘立柱建物跡l棟、道路跡1 条、土坑1 基、溝跡5条が検出された。

2 掘立柱建物跡

[S809] (第6図)
調査区の東側に位置する掘立柱建物跡である。西側に3基の小ピットを有することを特徴とする。

残念ながら、東側半分は道路に阻まれ、調査をすることができなかった。

遺構の平面形状は南北桁行3間(8.7m)、東西梁行l間以上(2.4m以上)で、柱間寸法は南北桁

2.9m、東西梁2.4mである。柱穴は計6基確認されており、径33.0-38.0cmの円形で、深さ50.0-53.0

cmである。ただし、 P-lはSD06により削られ、 P- 8 はSF02により削られているため、計測値に

は入れない。埋土は暗褐色を呈す。また、いずれの柱穴からも柱痕跡が確認されており、15.0-18.0

cm程の黒色で、柱穴底まで続く。 それぞれの柱穴底はやや硬化していた。

また、建物北側の3基の小柱穴は柱聞の中程に配置されている。径21.0-22.0cmの円形で、深さ11.0

cmと浅い。埋土は暗褐色土であった。柱痕跡は確認されなかった。これらの小柱穴は「下屋Jと呼

ばれる付帯施設の柱穴と考えられる。

遺物は、 P-lの埋土中から、ほぽ完形の土師器(小皿)(5)、黒色土器椀の口縁部片(1)が

出土した。また、 P-4の埋土中から石鍋片(17)と土鍋(10)が胴部を含めたまとまった形で出

土した。 P-l、 P-4とともに隅柱であるため、儀礼的に柱穴に埋納された可能性が考えられる。

3 道路跡

[SF02] (第7図)
調査区の南西側から北東方向に延びる掘り込みを有する道路跡である。北東方向に延びる旧道と

ほぼ一直線に重なるものと思われる。

遺構の検出全長は27.4mで、ある。掘り込みの断面形状は検出面の幅180.0-188.0cm、深さ30.0-32.0

cmの平底で、底から緩やかに立ちあがる。底幅は140.0-160.0cmである。底には幅94.0-106.0cmの範

囲で黄褐色粘質土が硬化しているのが確認された。埋土は暗茶褐色を呈し、黄褐色粒、カーボ ンを

多量に含む。また、埋土の上面も硬化しており、埋土自体、硬くしまった堆積を示す。

遺物は、埋土中から旧石器、打製石斧、土師器、青磁、白磁と幅広い時代の遺物が確認され、し

かも細片であった。

さまざまな時代の遺物が細片で多数混じることから、周辺の土を一度に埋め戻したものと思われ

る。
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4 土 坑

[5K04] (第8図 )

A 

A L=26.830 

A' 

一β'

0 50cm 

第8図 5K04遺構実測図

調査区の南側に位置する土坑である。焼土、カーボ ンを多量に含むことから焼土坑と思われる。

遺構の平面形状は、東西69.0cm、南北72.0cmのほぼ円形で、断面形状は、深さ12.0cmまでゆるやか

に傾斜し、 それより下は傾斜を増す2段の掘り込みを有す。深さは56.0cmである。

埋土は基本的には暗褐色を呈し、焼土、カーボンは上層に集中するが、底部までそれらは混入する。

遺物は出土しなかった。

5 溝 跡

[5001] (第9図)

調査区の中央付近で検出された南北に延びる溝跡である。

検出全長は6.30mである。断面形態は検出幅93.0cm、深さ15.0cmの平底で、底幅は75.0cmである。

埋土はレ ンズ状に堆積しており、 中央に黒色土、 その外側には暗褐色土、壁近くには焼土、 カーボ

ンを含む明褐色土(しまりあり)である。遺物は出土しなかった。

[5003] (第7図 )

SF02と平行して延びる溝跡である。南西から北東に延びる。

検出全長は23.2mで、ある。断面形状はレ ンズ状を呈する。検出幅92.0cm、深さ20.0cmである。埋土

は暗黄褐色を呈し、黄褐色粒が混入する。

遺物は、埋土中から土師器(小皿)片(6)、青磁椀片(24)が出土した。

- 14 -
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[8005・06](第10図 )

SF02と平行して北東方向(SD05)に延び、 北西方向(SD06)に直角に曲がる溝跡である。SD05

部分はSD03とほぼ重なるが、 SD03に先行することが確認された。

検出全長はSD03に切られたため明確には言えないが、 北東方向が少なくとも約14.5mで、 北西方

向が8.8mである。北に向かつて段差が4箇所確認された。断面形状はやや平底を呈し、 直立気味に

立ちあがる。深さは検出面から24.0-25.0cmである。埋土は暗褐色を呈し、 黄褐色土がブロック状に

混入する。

遺物は、 埋土中から土師器(椀)の細片(2・3)が出土した。

[8007] (第10図 )

SF02と垂直に延び、 SD06と平行に延びる溝跡である。

検出全長は8.1mである。断面形状は検出幅80.0cm、 深さ18.0cmのレ ンズ状を呈する。埋土は暗褐色

土であった。遺物は出土しなかった。

第2節 遺 物

1 黒色土器

当遺跡からは椀の口縁部片1 点のみ出土した。

1 は椀の口縁部片である。復元口径は15.2cmである。なだらかに内湾しながら立ちあがり、 口縁端

部は丸く、 外面は細かな斜位のミガキを施した後、 口縁部付近と底部側をナデ消している。また、

内面は組いミガキを施した後、 口縁部をナデ消している。色調は外面暗黄褐色、 内面淡黄褐色を呈

するが、 内外面ともに黒色が僅かに認められ、 黒色土器B類に属す。胎土は1-2mm大の砂粒、 金雲

母をわずかに含む。焼成は良好である。

2 土師器

当遺跡からは、 椀、 杯、 小皿、 鍋の器種が出土した。

2は椀の底部片である。高台の復元内径は7.8cmである。高台は外に開き、 端部を丸く仕上げる。

やや形骸化している。体部は椀状に丸く立ちあがる形態と思われる。調整は、 高台を含む底部は丁

寧な回転ナデ調整で、 外面は組いナデ調整を施す。内面は不整方向のナデ調整を施す。色調は淡黄

褐色で、 胎土に2mm大の砂粒を少々含む。焼成はやや良。

3は椀の底部片である。高台の復元内径は7.4cmである。高台は直立し、 端部は尖り気味。やや形

骸化している。体部は椀状に丸く立ちあがる形態と思われる。調整は、 底部は工具で回転ケズリ、

高台から器壁は丁寧な回転ナデ調整を施す。内面も丁寧にナデている。色調は淡黄褐色で、 胎土に

石英を少々。焼成は良好。

4は小皿で、 ほぽ完形に近い状態で出土した。復元口径は8.2cmで、 高さ1.2cm、 復元底部径は6.0cm

である。体部はやや外に聞き、 口縁端部は丸い。底部はやや上げ底。調整は、 体部外面から見込み

部まで回転ナデ調整を施し、 見込み部中央に軽く不整方向のナデを施す。底部は糸切り未調整。色

調は内面淡黄褐色、 外面赤褐色で、 胎土に2-3mm大の砂粒、 赤褐色粒を多量に含む。焼成は良好。

5は小皿の口縁部片である。復元口径9.8cm、 高さ2.1cm、 底部の復元径7.4cmである。体部は内湾し
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\ にこコク4

「ープ 二J
内4

'
a，

 

a，
，!

 

11

1

 

二
、、 し_L乙ゴ6

、」下一寸
とずj

\ | 二こグ7

ミ
ヨf

\|二ζグ
0 1Ocm 

第11図 遺物実測図(1 ) 

ながら立ちあがり、口縁端部は丸く仕上げる。全体的に器壁は肥厚している。調整は、見込み部は

丁寧な回転ナデで仕上げ、体部外面上半分は工具で回転ナデ、下半分は組いナデ調整を施す。底部

は糸切り未調整。色調は、淡黄褐色で、片岩を多数含む。焼成は良好である。

6は小皿の底部片である。底部の復元径は6.2cmである。底部内面には凹凸があり、全体的に器壁

は肥厚している。調整は、見込み、体部外面には回転ナデ調整を施す。底部は糸切り未調整。色調

は樫色で、胎土に石英、金雲母を多く含む。焼成は良好である。

7は杯の底部片である。底部の復元径は7.4cmである。全体的に器壁は薄く、体部はやや内湾気味

に開く。調整は、底部は糸切り未調整。見込み、体部外面は回転ナデ調整を施す。色調は褐色で、

胎土に1-4mm大の砂粒を多量に含む。焼成はやや良。

8 は杯の底部片である。底部の復元径は7.2cmで、ある。底部は比較的厚く、体部は内湾気味に立ち

あがる。調整は、底部に不整方向のナデを施し、体部外面、見込み部には丁寧な回転ナデ調整を施

す。色調は褐色で、煤がやや付着している。胎土に1-4mm大の砂粒を多量に含む。焼成はやや良。

9は土鍋の口縁部片である。口径は復元できない。口縁部は外に開き、端部を玉縁状に丸く仕上

げる。調整は内面を斜位にナデ調整で、 口縁部近くは回転ナデ調整を施す。外面は回転ナデ調整を

施す。色調は赤褐色を呈し、胎土に2-3阻大の砂粒、石英、片岩を多量に含む。焼成はやや良。

この土器片の同一個体で、胴部片が多数出土しているが、部分的に2次焼成痕が見られる。

3 須恵器

器種は、椀、鉢、賓が出土し、いずれも細片である。

10は椀の底部片である。高台の復元内径は7.6cmである。高台は明瞭で比較的長く、端部に向かっ

- 18 ー
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第12図 遺物実測図(2)

10cm 

てやや広がり、 端部は平たい。 見込み部に調整でできた凹凸がある。 調整は、 高台から体部は回転

ナデ調整を施すが、 高台内は未調整。 見込み部は回転ナデ調整。 色調は灰色で、 胎土に石英がやや

混じる。 焼成は良好である。

11は鉢の口縁部片である。 口径は復元できない。 体部は外反気味に延び、 仁l縁部は端部を上方に

つまみあげている。 調整は、 内面は工具を当て回転ナデ調整を施し、 口縁部は回転ナデ調整を施す。

外面は横ナデを施す。 色調は外面淡黄褐色、 内面灰色で、 胎土は粗雑で、、 3mm大の砂粒、 石英を含

む。 焼成は良好である。

12は鉢の底部片である。 底部の復元径は12.2cmで、ある。 底部は比較的薄く、 体部は斜方向に直線的

に立ちあがる。 調整は、 体部内面回転ナデ調整で、 底部内面に不整方向のナデ、 体部外面にナデ調

整を施す。 色調は灰色で、 胎土に1-3mm大の砂粒、 片岩を含み粗雑で、ある。 焼成はやや良。

- 19一



13は警の胴部片である。長胴型と思われ、破片上位に胴部最大径を有する。外面に斜格子叩き、

内面に同心円の当て具痕を残す。色調は灰色で、胎土に石英を少々含む。焼成はやや良。

14は曹の胴部片である。長胴型で、破片中位上に胴部最大径を有するものと思われる。外面に格

子叩きを施し、内面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色で、胎土に石英を多量に含む。焼成は良好

である。

15は警の底部片である。底部の復元径は23.8cmである。底部は比較的薄く、体部は直線的にやや外

に聞く。体部器壁は厚い。底部と体部の境付近で接合痕が確認された。調整は、底部は不整方向の

ナデ調整で、 その他は、回転ナデ調整を施す。色調は灰色で、胎土は粗雑で、2-3皿大の砂粒、石

英を少々含む。焼成は良好である。

4 瓦質土器

器種は深鉢が出土した。

16は深鉢の胴部片である。底部付近と思われ、胴部は直線的に立ちあがり、突帯から内湾気味に

立ちあがる。突帯は小さく、つまみ出している。調整は、外面に丁寧なミガキ調整を施す。色調は、

外面黒褐色、内面褐色を呈し、胎土に2-5mm大の砂粒、石英、片岩を含む。焼成は良好である。

5 土 鍾

17は土錘片で、片側端が欠損している。残存長3.6cm、最大幅1.1cm、孔径0.3cmで、両側端がしぼむ。

残存重量は2.5gである。色調は黒色を呈し、胎土に片岩、石英、黒雲母を少々含む。焼成はやや良。

18は土錘である。最大長4.4cm、最大幅1.3cm、孔径O.4cmで、両側端がややしぼむ。重さは5.0gで

ある。色調は赤褐色を呈し、胎土に片岩、石英を少々含む。焼成は良好である。

6 石 鍋

1点のみ出土した。

19は石鍋の口縁部片である。口径は復元できない。胴部からやや内湾しながら立ちあがり、口縁

端部は平たく仕上げる。調整は内面を細かく削り、端部付近を丁寧に磨く。外面は粗いケズリ調整

を施した後、丁寧に磨く。ケズリ痕が一部残存する。胴部内面は未調整である。色調は暗褐色を呈

するが、口縁部付近が赤変する。石材は滑石である。

7 白磁・青磁
20は白磁皿の口縁部片である。復元口径は6.6cmである。体部は内湾気昧に立ちあがり、口縁端部

は外に開く。調整は工具を使った回転ナデ調整を施す。施紬は、体部外面中位より下は無軸。わず

かに紬垂れする。色調は暗めの灰白色を呈し、胎土は精選されている。焼成は良好。

21は白磁皿の底部片である。高台の復元径は5.2cmである。高台は比較的低く、肥厚している。端

部は平たい。体部は外に開くものと思われる。紬は内面に積み重ねによる蛇の目状に柚剥げが見ら

れるほか全面に施軸し、高台及び体部外面下部は無軸。わずかに軸垂れが確認された。色調は灰白

色を呈し、胎土は精選されている。焼成は良好である。

22は白磁椀の口縁部片である。口縁端部が玉縁を為す碗である。全面に施軸。色調は灰白色で、

胎土は精選されている。焼成は良好である。

23は白磁椀の底部片である。高台の復元径は6.4cmである。高台は細く垂直で、端部は平たく仕上
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第13図 遺物実測図(3)
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第14図 遺物実測図(4)
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第15図 遺物実測図(5)

げられている。体部は直糠的に延びる。内面に刷け状工具で流線文を施す。紬は見込み部及び体部

外面に施し、高台は無紬。色調は灰白色を呈し、胎土は精選されている。焼成は良好である。

24は青磁椀の口縁部片である。復元口径は14.0cmで、ある。口縁部付近でやや外反する。紬は全面に

施されている。色調は緑灰色で、胎土はやや精選されている。焼成は良好である。

25は青磁皿片である。復元口径6.0cmで、比較的小さい。体部は内湾しながら立ちあがり、口縁部付

近で外反する。底部は比較的肥厚する。軸は全面に施されている。色調は緑黄色で、胎土は精選さ

れている。焼成は良好である。貫入が入る。

26は青磁椀の胴部片である。体部外面に鋪蓮弁文を施す。軸は内外面に施されている。色調は緑

黄色で、胎土は赤昧を帯びる。焼成はやや良。

8 縄文土器

27は深鉢の口縁部片である。口縁部はやや外傾し、口唇部はやや丸みを帯びる。口唇部直下に貼

付突帯を有し、突帯下にへら状工具により2条の凹線が入る。内面はナデ調整、外面はナデ調整を

施すが、突帯下に斜位のケズリ調整を施す。色調は淡黄褐色で、胎土に1-3mm大の砂粒、石英を含

む。焼成は良好である。

28は深鉢の胴部片である。胴部はやや内湾しながら立ちあがるものと思われる。横位の5条の回線

で区画帯をっくり、交互に縄文を施す磨消縄文と呼ばれる文様である。内面は横位のケズリ調整の

み。色調は外面褐色、内面暗褐色で、胎土に1-2mm大の砂粒、石英、黒雲母を少々合む。焼成は良

好である。

29は深鉢の胴部片である。27と同一個体である可能性が高い。胴部最大径で明陳に屈曲し、頭部

はほぼ垂直に立ち上がる。調整は内面にケズリ後、屈曲箇所より上をナデ調整を施し、外面はナデ

- 22 
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第16図 遺物実測図(6)

調整であるが、屈曲箇所より上の突帯上位に上から下へと斜位のケズリ調整を施す。色調は褐色で、

胎土に1-3剛大の多量の砂粒、石英、片岩を含む。焼成は良好である。

30は費形土器の口縁部片である。胴部はほぼ垂直に立ちあがり、口唇部付近で外に開く。全面ナ

デ調整を施し、口唇部に刻みを入れる。色調は暗褐色を呈し、胎土に1-5mm大の砂粒、石英、黒雲

母、赤褐色粒を含む。焼成はやや良。

31は深鉢の底部片である。復元底径4.4cmである。平底(平高台)を呈する。調整は外面くびれ部

に指頭痕、内面底部付近に横位のケズリ調整を施す。色調は外面暗褐色、内面淡黄褐色で、胎土に

1-2mm大の砂粒、石英、黒雲母を含む。焼成はやや良好である。

9 石器

32は使用痕のある縦長剥片である。最大長3.0cm、最大幅1.5cm、厚さ0.3cmで、重さは1.0gである。

縦長の扇平な剥片で、片側縁に一部使用痕が確認された。表面には扇平にするための加工が施され

ている。基部は欠損している。石材は黒曜石である。

33は加工痕のある縦長剥片である。最大長2.7cm、最大幅1.6cm、厚さ0.3cmで、重さは1.0gである。

縦長の扇平な剥片で、片側からの細かい剥離により挟り部を作り出している。刃部は欠損している。

石材は黒曜石である。

34は使用痕のある縦長剥片である。最大長3.4cm、最大幅1.3cm、厚さ0.9cmで、重さは3.0gである。

断面二等辺三角形の肥厚した剥片で、鋭角の片側縁には刃部の2次調整痕は見られないが、使用痕が

確認された。刃部として十分鋭いため、形態からナイフ形石器に近いものと思われる。石材は黒曜

石である。

- 23一
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遺物実測図(8)

35は横長剥片である。最大長4.9cm、 最大幅2.0cm、 厚さ0.6cmで、 重さは7.0gである。横長の扇平

な剥片で、 磯面を残しながら、 両側縁から剥離し、 先端部を山形に造り出している。石材は風化が

進んでいるものの、 安山岩系と思われる。

36は縦長剥片である。最大長9.9cm、 最大幅3.4cm、 厚さ1.5cmで、 重さ55.0gである。縦長の肉厚の

ある剥片で、 断面がやや三角形を呈する。片側縁を縦に剥離して、 先端部を鋭角に作り出している。

表面に自然面を残す。石材は安山岩系である。

37は石核である。最大長7.1cm、 最大幅4.0cm、 厚さ2.6cmで、 重さ68.0gである。剥片裏面を細かく

剥離して平たく加工し、 表面中央に離面を残しながら側縁を上部から剥離し、 剥片を作り出してい

る。横広の剥片が剥離されたようである。石材は安山岩系である。

38は打製石斧である。最大長(残存部)7.8cm、 最大幅5.0cm、 厚さ0.9cmで、 重さは56.0gである。

器形は短冊形で、 扇平な石材を利用し、 側縁部に片方向からの敵打で整えている。横断面は薄いレ

ンズ状をなす。頭部は欠損している。刃部はやや円刃で、 横断面は片平刃である。刃部は一部使用

により打ち欠く。石材は緑泥片岩である。

39は局部磨製石斧である。最大長10.5cm、 最大幅5.8cm、 厚さ1.5cmで、 重さは127.0gである。両側

縁を敵打で器形を整え、 僅かにくびれを作り出し、 やや擁形を呈する。刃部は円刃で、 研磨して成

形している。横断面は両凸刃である。僅かに磯面を残す。石材は緑泥片岩である。

40は局部磨製石斧である。最大長15.9cm、 最大幅5.1cm、 厚さ1.4cmで、 重さは135.0gである。頭部

が尖り、 刃部も細い器形で、 最大幅上位は片側縁のみ片側から、 最大幅下位は両側縁を両面から敵

打し器形を整えている。刃部は円刃で、 研磨して成形している。横断面は両凸刃で、 やや鈍角であ

る。石材は砂岩である。

41は打製石斧である。最大長13.0cm、 最大幅5.3cm、 厚さ1.4cmで、 重さは127.0gである。器形は頭

部が尖る接形で、 最大幅から下位の両側縁を敵打で整える。やや扶りを入れている。横断面が厚い
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レ ンズ状をなす。刃部は円刃で、横断面は片凸刃である。磯面を多く残す。石材は緑泥片岩である。

42は打製石斧である。最大長11.2cm、最大幅6.8cm、厚さ1.1cmで、重さは95.0gである。器形は分銅

形で、両側縁を両面からの敵打で器形を整える。横断面は薄いレ ンズ状をなす。刃部は偏刃で、断面

は片凸刃である。胴部中位が装着部になると思われ、丁寧に作り出されている。石材は片岩系である。

43は叩き石である。最大長6.7cm、最大幅5.6cm、厚さ5.0cmで、重さは244.0gである。やや扇平な

自然石で、短側縁に潰痕が僅かに残る。長側縁の片側がやや平坦になり、握りやすくなっている。

石材は砂岩である。

44は石錘である。最大長6.5cm、最大幅4.8cm、厚さ1.1cmで、重さは5.75gである。扇平な隅丸長方

形の自然石を利用し、短側縁に扶りを入れるものである。石材は砂岩である。

第3表 遺物出土地点一覧表

番号 種別 器種 グリッド 出土地点 備考
黒色土器 椀 P S809 P-l No.2 

2 土師器 椀 S D 0 6�里土一括
3 土師器 椀 M SD05埋土
4 土師器 小皿 P S809 P-l No.l 
5 土師器 小皿 SD03埋土一括
6 土師器 小皿 J S F 0 2埋土一括
7 土師器 杯 L S F 0 2硬化箇直土 地8
8 土師器 杯 L S F 0 2硬化面土地7
9 土師器 鍋 M S809 P-4 No.l 

1 0  須恵器 椀 S F 0 2 �里土一括
1 1  須恵器 鉢 SF02i.l土一括
1 2  須恵器 鉢 K S F 0 2埋土一括
1 3  須恵器 密 SF02埋士一括
1 4  須恵器 護 S F 0 2埋土一括
1 5  須恵器 護 SF02埋土一括
1 6  瓦質土器 深鉢 M SF02硬化面直上 No.l 7 
1 7  土製品 鍾 SD03上層
1 8  土製品 鍾 表土
1 9  石製品 鍋 M S809 P-4 No.3 
20 白磁 皿 SF02硬化面直上
21 白磁 皿 K SF02硬化面直土 地1 4 

22 白磁 椀 SF02i. 里土一括
23 白磁 椀 SF02i. 里土一括
24 青磁 椀 L S D 0 3�里土一指
25 青磁 椀 表土一括
26 青磁 椀 SF02埋士一括
27 縄文土器 深鉢 N 包含層一括
28 縄文土器 深鉢 P 包含層一括
29 縄文土器 深鉢 N 包含層一括
30 縄文土器 蜜形土器 K 包含層一括 No.l 
31 縄文土器 深鉢 N 包含層一括 No.5 
32 石器 剥片 K SF02埋土一括
33 石器 剥片 L SF02埋土一括
34 石器 剥片 L SF02硬化面直上 No.9 
35 石器 剥片 M SF02埋土一括
36 石器 割j片 J SD05埋土一指
37 石器 石核 M S F 0 2埋土一括
38 石器 打製石斧 K S F 0 2 �里土一括
39 石器 局部磨製石斧 J S F 0 2埋士一括
40 石器 局部磨製石斧 M S F 0 2埋土一括
41 石器 打製石斧 M SF02埋土一括
42 石器 打製石斧 K SF02埋土一括
43 石器 叩き右 S F 0 2埋土一括
44 石器 右錘 K SF02埋土一括
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第3章 まとめ
第1節 検出遺構の時期と性格

1 掘立柱建物跡について

調査区北側で検出された掘立柱建物跡(SB09)の時期であるが、遺物包含層が削平を受けていた

ため層位からの検討はできない状況であった。しかし、 P-l、 P-4の柱穴の埋土中に遺物が包

含されていたため、これら遺物から当該建物跡の時期の検討を試みたい。

P-lから遺物が2点(遺物番号l、4)出土している。lは黒色土器B類椀である。口縁部が

外反することなく内湾気味に立ち上がり、12世紀代の土師器椀の器形と似ていることから12世紀代

と思われる。4は土師器(小皿)で、糸切底を有し、見込み部に不整方向の軽いナデを施すことか

ら、糸切底が肥後において出現して聞もない12世紀後半段階と思われる。

P-4からも遺物が2点(遺物番号9、19)出土している。9は土師器(土鍋)で、同一個体の

胴部を含めてまとまって検出され、2次焼成痕が見られる。時期は明確には分からないが、11世紀

末頃から煮沸形態として費から器高の低p鍋が出現することと関連があるものと思える。19は石鍋

で、やや内湾気味に立ちあがり、鍔無しの形態である。これらの特徴から、11世紀代と思われる。

これらの遺物の時期の検討から、掘立柱建物跡(SB09)の時期は、下限の12世紀後半段階とした

。、通、zu

また、建物の隅柱のみに遺物が検出されていることが特徴的であるが、調査段階では出土状況か

ら祭杷に関連するものとは明確に言えない。今後、同様の事例を検討し、再検討を試みたい。

2 道路跡について

調査区中央付近から北東に延びる掘切状の道路跡(SF02)の時期も掘立柱建物跡と同様、層位に

よる検討はできない。遺構埋土から遺物が多数検出されているが、旧石器~中世の遺物が細片で埋

土中に散在した状況であった。また、埋土自体分層できないほど一括して埋め戻している。これら

のことから、埋土中の遺物は周囲の遺物包含層を掘削し採土した土に含まれていたものと言える。

よって、出土遺物からも時期の検討はできない。

現在の道路の脇に旧道が通っているが、 その旧道と重なることが確認されている。旧道を1 km北

へ行った下津原地区に町指定の六地蔵が旧道沿いにある。このことから、六地蔵造立時期には道路

が通っていたといえる。ただし、上限は先の理由により明確には言えないが、 S B 09より後行する

ことは調査で確認されているため中世のある段階としたい。

3 その他の遺構について

その他の遺構としては、溝跡、土坑がある。

溝跡(SD03、05、06、07)は、埋土中に遺物は確認されたが、掘立柱建物跡(SB09)に近接し、

時期的に同時期の遺物であるため時期をあまり置かず流れ込んだものと思われる。SD03、05は道路

跡(SF02)と添い、 それから直角に折れ、SD06になることから、SF02の時期の地割に添っており、

同時期の溝跡である。地形的に低いほうへ段をつけており、濯概用水路であったものと思われる。

SD07もSD06と平行していることから、ほぼ同時期の溝跡であろう。
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また、焼土坑(SK04)は、遺物が出土していないため明確には言えないが、現在の地割の境界付

近にあるため、近世以降と思われる。また、溝状遺構のうちSDOll立、遺物が出土していないため明

確には言えないが、現在の地割と平行するため、近世以降のものと思われる。

第2節 各時代の考察

1 縄文時代

調査区北側に遺物包含層が一部残存していたため、 そこから後期後半~晩期までの土器片が検出

された。ただ、遺物がいずれも細片で、密集した状況ではなかったため、包含層自体、2次堆積土

と思われる。

また、SF02の埋土中から黒曜石製の縦長剥片、安山岩系の横長剥片、石核、緑泥片岩、砂岩製の

打製石斧等の石器が検出されている。

これらの遺物の存在から近隣に集落があった可能性は極めて高い。石器製作場、住居などの遺構

の検出が今後の課題といえよう。現時点では、平成6年度の調査時にA区から5基の土坑が検出さ

れていることから調査区南西側にその存在が想定される。

2 古代末~近世
古代末から中世初頭にかけての掘立柱建物跡が検出されていることから、当該時期に小規模な集

落があったものと思われる。また、SF02から細片ではあるが同時期の白磁・青磁といった輸入陶磁

器が混入していたことから近隣に地方の有力者の居館があった可能性がある。

この掘立柱建物が廃絶された後、菊池川右岸、赤穂原台地の縁辺を通る道路(SF02)が設置され

る。この道路を北上すると下津原地区に通じる。下津原地区には金光寺、堂の上寺跡といった中世

寺院跡や道路際に町指定史跡「下津原西六地蔵」があることから、中世段階から開けた土地であっ

たことがわかる。

近世以降も、下津原地区には下津原港が設置され、また、竃門地区においても寛永年間に調査区

を南に100mいったところに西本願寺派の光教寺が創建されている。この光教寺が字名の「寺原」の

由縁である。

以上、各時代の様相を復元してみたが、今後更に検討を加え機会をみて考察を行いたい。
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写真図版



調査区北側全景(北から)

図版2

S809完掘状況(北から)
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図版4
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SF02完掘状況(北東から)
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SF02完掘状況(南西から)



図版6

SK04半裁状況(東から)

図版7

SK04土層断面(南から)



図版8

SD01完掘状況(東から)

図版9

SD06・07完掘状況(東から)
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